
ジェンダーバイアスを
乗り越えるには！

2020豊岡市ワークイノベーション推進セミナーから
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女性リーダーシッププログラム

働くうえで感じるもやもや・不安

【働く女性のロールモデル】

・相談相手がいない

・共に同じ立場で意見や悩みを交わし合いたい

・近くにロールモデルがいない

【キャリア】

・会社の期待に応えられる人になれるか不安

・男性と女性の仕事量の違い

・業務内容や賃金の男女格差

・人材育成が不十分

3



【仕事と家庭の両立】

・子育てや介護との両立

・リモートで家にいるから時間が自由だと思って
ほしくない

・子育てが忙しくて仕事にコミットできない

・家庭内での性別役割分担が決まりきっている

【職場環境・風土】

・トイレが男女共用

・休みがとりにくい

・残業を減らしたい

・ジェンダーバイアス、性別役割分担意識が強い

女性リーダーシッププログラム

働くうえで感じるもやもや・不安
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女性リーダーシッププログラム

こんな取り組みがあれば！

女性のロールモデルをつくる
子育てしながら働く女性

女性のネットワーク構築
他の企業の方といろいろな意見交換できる場

女性のマインドセットの機会
リーダーシップ・スキルアップ

職場でいろいろな分野にチャレンジする機会

いろいろな人、テーマの情報発信
多様性を認める地域づくり
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女性リーダーシッププログラム
３回連続講座 参加者の感想

• キャリア研修プログラムはぜひ続けてほしい。すてきな出会いと機会に感謝。

• 仕事に対する意欲がわいてきた。

• 働く女性の意見を聴き、自分自身ももっと向上意欲が持てるように頑張りたい。

• 言葉にすることでもやもやが解消される。

• これからの自分のビジョンをイメージすることができた。

• 自分たちの気持ちを声にした方が良いと感じた。

• 久しぶりに自分の仕事に対する考えをまとめられた。

• あらゆる形の理想的な職場モデルを作り体験できる機会がほしい。

• 今までたくさんの壁にぶち当たり何度も悩んできた。今回のセミナーに参加し、
考えが変わり楽になった。どんどん声を上げるべきだと思うようになった。

• 自分の未来は自分で決めることを今さらながら気づかされた。

• いろんなことを「知る」きっかけをたくさん用意してほしい。いろんな種類の
「タネ」をまいてほしい。
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【組織の課題】

・業務の割振りや評価
（男性は営業。女性は窓口や電話応対、お茶出しなど。）

・男性が「リーダー」と、男女ともに思う傾向

・男性は子どもの行事で休みを取りにくい。育休も取りづらい

【できること】

・組織の仕事内容の可視化

・組織の仕事の分担を可視化
（男性に重い仕事が集中・女性には比較的軽い仕事が割振り）

・経営者の意識改革

・男性も育休が取れるようにする

・家庭内の家事育児分担

管理職向け講座「多様な個を活かすマネジメントとは」 ！
～無意識の偏見がもたらす課題の解決に向けてできること～
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【地域の課題】

・地域の祭りで女性は裏方＝固定した役割

・消防団員は男性ばかり

【できること】

・企画そのものを若い世代で検討

・長老たちに改革の提案

・お弁当を取るまたは役割分担（料理と片づけを男女で分担）

・消防団員の女性募集、イメージを変える

管理職向け講座「多様な個を活かすマネジメントとは」 ！
～無意識の偏見がもたらす課題の解決に向けてできること～
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